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 平成２２年５月１４日     

日本原子力発電株式会社 

 

東海・東海第二発電所の近況について（平成２２年５月） 
 

１． 発電所状況について （５月１４日現在） 

東海第二発電所 

沸騰水型 

（電気出力１１０万 kW） 

・第 24 回定期検査を終了し、4月 28 日より営業運転再開 

 （定格熱出力一定運転中）。 

東海発電所 

炭酸ガス冷却型 

（廃止措置作業中） 

・「東海発電所の廃止措置計画認可申請等における放射能評価

計算の入力データの一部誤り」の詳細調査中。 

 

２．プレス発表の実績について（４月１０日～５月１４日） 

（１）法律に基づく報告に該当する重要な事象     なし   

（２）その他の情報 

①プレス発表                   ３件 

・４月２７日（火）「原子力施設の耐震安全性に係る新知見への取組に基づく 

報告書の提出について」 

・４月２８日（水）「東海第二発電所の営業運転再開について（第２４回定期検査）」 

・５月 ７日（金）「平成２２年度 東海発電所・東海第二発電所の事業計画概要について」 

②お知らせプレス                  ２件     

・５月１３日（木）「英国で回収されるプルトニウムの将来のＭＯＸ燃料加工に関する全体的な 

枠組みの合意について」 

・５月１４日（金）「東海・東海第二発電所の近況について（平成２２年５月）」 

③ホームページ掲載（発電所からのお知らせ）      なし  

 

３．その他  

（１）耐震関係（新潟県中越沖地震を踏まえた耐震安全性評価への取り組み状況） 

    耐震安全性評価に係わるより一層のデータ拡充を行うため、敷地周辺の陸域断層及び地下 

深部構造に係わる補足調査を実施し、評価を行っています。これらの補足調査結果等を反映し、

より充実させた内容の耐震安全性評価結果としてまいります。 

 

（２）東海第二発電所 運転員の個人線量計の未着用について 

放射線管理区域内に入域する際は、個人線量計を着用すべきところ、４月２３日、運転員（２

名）が給水加熱器保管庫（放射線管理区域）を巡視する際、個人線量計を着用せずに入域しまし

た。 

「個人線量計の着用」という放射線管理上の基本ルールの遵守については、これまでも教育研修、

周知徹底等の防止対策を講じてきましたが、今後とも同様な事象を再発させないよう、防止対策

を検討・実施してまいります。 

なお、運転員２名の線量を評価した結果、0.00mSvでした。 

  （本件は、原子力安全・保安院より保安規定違反の「監視」に該当すると判断されました。） 

        （お 知 ら せ）        
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（３）保安検査対応状況 

・５月１０日～５月１４日まで、東海発電所の平成２２年度第１回保安検査が実施されました。 

・６月４日～６月１８日まで、東海第二発電所の平成２２年度第１回保安検査が実施されます。 

 

 

４．イベント情報 

・地域イベントへの参加出展等 

月 日 イベント名 場 所 内 容 

5 月 16 日（日） ちびっ子広場 
水戸市 

偕楽園公園 四季の原 
エネルギークイズ 

6 月 5 日（土） ふれあい福祉まつり 
東海村 

総合福祉センター 絆 
エネルギークイズ 

 

        

以 上 

 
 


